
「がん対策応援団」を募集します
―国立がん研究センターがん対策情報センター「患者・市民パネル」の募集について―

国立がん研究センターがん対策情報センターでは、がん患者、ご家族、市民のそれぞれの立場
から、わが国のがん対策についてがん対策情報センターへ提言、またがん対策にかかわる情報
を周囲のみなさまに広報していただく、いわば「がん対策応援団」の役割をしてくださる『患者・市
民パネル』のメンバーを募集します。

【主な活動の内容】
メールやインターネットを通じた活動が主ですが、会議への出席をお願いすることもあります。

●課題や取り組みへの意見、調査への回答
●がん対策にかかわる活動（講演会等の案内など）の広報
●パンフレットやウェブページの情報の見やすさ、わかりやすさなどのチェック
●意見交換会などの会議への出席（交通費を支給します）

■応募資格

がん対策への関心・熱意・見識を持ち、次の4つの条件をすべて満たしていることが必要です。

１）がん患者、もしくはがん経験者、または現在もしくは過去においてがん患者の家族、介護者、
がん患者のサポートに携わったことのある方、もしくは携わろうとしている方

２）がん対策情報センターの活動を理解し、医療専門家と患者・一般市民の双方の立場を踏まえた
活動ができる方

３）多様な人々とうまくコミュニケーションをとれる方、調整できる方

４）単独または、家族の支援により、インターネット・パソコン・電子メールを使うことができる方

詳しくは募集案内をご覧ください。

■詳細および応募方法

詳細および応募方法についてはがん情報サービス（ganjoho.jp)より、「患者・市民パネル」
募集案内、および応募フォームをご覧ください。
応募の締め切りは平成25年2月15日（金）（当日消印有効）です。

問い合わせ先
国立がん研究センターがん対策情報センター 「患者・市民パネル事務局」
E‐mail：Panel‐oubo@ml.res.ncc.go.jp ／ FAX：03－3547－8577
電話（平日[土日祝日を除く]10時から15時）：03－3542－2511（代表）内線 5686

選考基準などに関する個別のお問い合わせにはお答えできません。
年末年始（平成24年12月29日から平成25年1月3日）は対応を休止します。

・貴重な体験をさせていただけたと感じています。今後、自分の住む地域にこの経験を還元すること
ができればと考えています。

・期間中に「もしも、がんが再発したら」の作成に関わり、がん患者、研究者、医療提供者と協働し、
役立つ情報を発信できたことを喜んでいます。辛いがん体験を患者・市民パネルで生かす道がある
ことをお伝えします。

・テ－マ別に話し合う中で、立場やそれぞれの環境の違いを理解しながら、前向きに話し合うことは
これからの皆さまの活動の指針になると思います。

■患者・市民パネル

12月3日募集開始！ 参考資料1


